
第 1666回例会 令和 6年 3月 6日(水) 

今日のプログラム  

1.点      鐘  

2.ロータリーソング  『奉仕の理想』 

3.4つのテスト 

4.会長の時間   籾田直樹 君   

4.幹事報告    福島城史 君 

5.出席報告    出席委員会 

6.委員会報告   ハッピーＢＯＸ披露 

7.会員卓話  小牧義隆君、白尾君     

9.ＳＡＡ次週例会案内 

第 1665回例会記録 令和 6年 2月 28日（水） 

■会長の時間  

本日は夜間例会です、楽しんでください 

 

 

 

参加者 18 名の参加で大いに盛り上がりました。 

 

■当日財団審査会からのメールが届きました。藤堂 

 

2024 年 2 月 28 日 

佐土原ロータリークラブ 御中 

第 2730 地区ロータリー財団部門長 頴川 正伸 

地区補助金委員長 黒木 啓介 

日頃よりロータリー財団の活動にご理解を賜り厚く

お礼申し上げます。 

さて、2024 年 2 月 10 日に地区ロータリー財団部

門 地区補助金審査会を開催しました。 

本年度は昨年に続き 29 クラブと多くの申請があり、

皆さんが補助金事業に非常に熱心また活発に取組ん

で頂いている様 

子が伝わってきます。誠にありがとうございます。 

しかし、ご存知の通り、地区財団活動資金は 3 年前の

年次基金・恒久基金の寄付金額により毎年変動いたし

ます。よって 

次年度の利用可能な活動資金には上限がある為、各ク

ラブの地区補助金分配額を縮小せざるを得ない状況

になりました。 

「2730 地区 地区補助金申請ガイドブック」に則り一

定の条件で公平に各クラブの申請額を削減させて頂

きました。何卒 

ご理解の程よろしくお願いいたします。 

貴クラブの地区補助金申請につきましては、以下の
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「第 2730 地区補助金審査会承認額」となりましたの

で、 

取り急ぎご連絡申し上げます。 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

※※※※ 

第 2730 地区補助金審査会承認額 ２０６，０００円 
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なお次の点にご注意ください。 

１） 現時点では当地区補助金審査会の承認です。 

今後、ロータリー財団本部へ提出され問題がなければ

正式に承認となります。 

ロータリー財団本部から申請クラブへ質問等があっ

た場合、手続きに時間を要する場合があります。 

承認の時期は５～６月頃になると思います。 

 

 ロータリーと私 

              林 萬松 

佐土原ロータリークラブに入会し丁度１年が過ぎた。 

入会に至った経緯は、サンホテルフェニックスを新た

な例会場として利用したいとの意向を受けて、当時同

ホテルの総支配人だったこともあり、事前の打合せな

どをしていたが、その流れで会員の誘いを受け、会社

の了解も得たうえで晴れて会員の仲間入りをさせて

いただいた。 

当時、もちろんロータリークラブの存在は知ってはい

たが、活動含めた会の内容は全く知らず、毎週１回開

催の例会自体も知らず、果たして毎週の例会に出席で

きるのか、何をしていけばいいのかなど、入会当初か

ら非常に不安な状態でのスタートであった。 

１年経った今でも、ロータリークラブの存在意義や「

職業奉仕」の真の意義を理解しているとはとても言え

ないが、例会の出席でロータリーメンバーに会うのは

楽しみとなってきている。 

職業・年齢・経歴の違う方々から学ぶべき点は多々あ

り、折に触れてのスピーチやコメントなどからいろい

ろな話を聞けるのは非常に有意義であり自分のため

にもなっている。 

当社には各ロータリークラブに所属している社員が

合計５人いるが、「佐土原ロータリークラブは和気あ

いあいで、まとまりがあるね」と言われることがある

。他のロータリークラブのことはほとんど知らないが

、確かにそのように思うし何かにつけて声をかけてい

ただき感謝している。 

勉強不足で、まだまだロータリークラブのことは知ら

ないことの方が多いが、この仲間との交流は大切にし

ていきた 

 

 

 

 

 

ロータリーに在籍して 

              正岡文郁 

 佐土原クラブに入会させていただいたのが創立年

の翌年でした。 

思い起こせば今は亡き垂水敏雄氏と池田仁志氏がお

いでになり、勧められ何もわからず仲間入りしたの

が始まりです。 

 大変苦しかったのは平成四年大光寺本堂の新築工

事が終わり、その疲れで入院（四ヶ月間）、退院した

ばかりの処に岩切氏の後を受け会長に就任した時で

した。 

 体調不良のため再三お断りしましたが他にいない

のでどうしてもと懇願され仕方なくお引き受けした

のでした。 

 その時の会員数は十六名、佐土原クラブは最少人

数に落ちた時でした。とはいえお引き受けした以上

は微力を尽くさねばと会員増強に力を入れました。

そのおかげでかなり増強することができ、次の地区

大会で表彰されたことを思い出します。 

 今思えば全く無知な私がロータリーに入れていた

だいたおかげでいろいろな方とも知り合いになれ種

々社会勉強をさせていただいたことはありがたいこ

とでした。 

 ロータリーの精神は「社会奉仕」と言われており

ます。ロータリーに限らず社会人である以上足るこ

とを知って(知足)社会のために少しでもお役に立てる

よう努力するのが人間として生まれてきた勤めであ

ると思います。 

 私も知らぬ間に満七十七歳になり体力も気力も落

ちてまいりました。本山の役も大光寺の住職も来年

秋で引退する予定です。 

 しかしロータリーだけは体力の続く限り在籍させ

ていただきたいと思っております。どうぞ今後共御

手柔らかにお願いいたします。 佐土原ロータリー

クラブの益々の発展を祈念して擱筆させていただき

ます。 

 


